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おすすめの新刊
獣の奏者　４　完結編

　かつて、決してすまいと誓った王獣たちを
武器に変える訓練を、自らの意志で行うエリ
ン。人と獣という、永遠の他者どうしが奏でる
未知の調べが響いたとき、この世に何が起こ
るのか？

著者　上橋 菜穂子（講談社）

　懲戒免職になった同期の公安刑事が、連続
殺人の容疑者に。立ちはだかる組織の論理
に、男たちは誇りと絆で突破する！圧倒的なス
ピード感で、あっと驚く展開の連続を駆け抜け
る警察小説。「小説現代」掲載を単行本化。

著者　今野 敏（講談社）

同期

　黄河・長江の源流に極楽浄土の世界を見
た！標高４５００ｍの山岳地帯に暮らす人びと
の生活、厳しい自然の中の貴重な風景を余す
ことなく捉えた著者快心のフォト・エッセイ。

著者　長野 良市（A＆A PUBLISHING）

大河の源流

　部落とは？在日とは？なぜ、差別の闘いは
終わらないのか？差別への無理解と、差別が
差別を生む構造…。野中広務と辛淑玉、差別
を受ける側に生まれた二人が語り抜く人間の
暗部。

著者　野中広務・辛淑玉（角川書店）

差別と日本人

　文學界新人賞受賞の「白い紙」と留学生文学賞受賞
の「サラム」の２作を掲載。クラスメイトのハサンが父
の営む診療所にやってきた。学校では男女の会話が禁
止されている。だがハサンが診療所に来るたびに私は
彼と話すようになり…。イラン・イラク戦争下の恋を描く。

著者　シリン・ネザマフィ（文藝春秋）

白い紙／サラム

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
＊11月＊

開室時間  午前9時30分～午後5時（火曜日は午後1時～午後8時）
休室日 おはなし会（午後2時～2時30分）

＊12月＊

※この欄は、ご家族の承諾を得られた方を掲載しています。
　掲載については、毎月20日ごろ電話でご連絡します。

（8月21日から9月20日）（敬称略）

中　田　文　男
大　山　タ　ケ
針　谷　三　郎
新　井　一　夫
栃　木　正　利
荒　井　正　夫
荒　井　和　平
柴　﨑　　　清
慶　野　昭　子
石　塚　恒　夫
根　岸　秀　男
増　田　キク代
新　井　ツ　ル
館　野　一　男

（６７歳・小　名　路）
（９３歳・新　里　宿）
（８３歳・古 江 第 二）
（６１歳・茂呂本郷東）
（８１歳・芝　　　宮）
（８１歳・下津原手洗窪）
（７６歳・水　　　掛）
（８１歳・上　　　サ）
（７７歳・畳 岡 宮 前）
（７７歳・下　　　岡）
（５９歳・下津原新田上）
（８０歳・上　　　サ）
（８１歳・茂呂本郷東）
（６８歳・和 泉 第 二）
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フルーツパークと各農園が
　　　　タイアップすることで、
　岩舟のナシの知名度を
　　　　　　　上げていきたい

●フルーツパークのナシ農園農場長●

舩田 和男さん（古橋南）



　岩舟柔道会は、毎週月・水・金・土の午後７時から岩舟中学
校の柔道場で練習しています。入会希望者はお気軽にお越し
ください。また、見学も自由です。

広報いわふね
〈住　所〉
〒329-4392
栃木県下都賀郡岩舟町大字静5132番地2
TEL
FAX
〈発　行〉岩舟町
〈編　集〉岩舟町役場企画課企画調整担当

人　口……18,659人（内外国人…121人）　前月比＋23人
　　　　　　　男……9,447人 　女……9,212人
　　　　　　　出生………　9人 　死亡………16人
世帯数……6,262世帯

人口と世帯数（9月24日現在）

0282（55）7753（企画課）
0282（55）4910

　秋の交通安全町民総ぐるみ運動が、９月２１

日（月）から３０日（水）まで実施されました。

街頭では、シートベルトの全席着用や飲酒運転

の根絶などの呼びかけが行われました。

　これからの季節は、夕暮れ時の交通事故が懸

念されます。車や自転車のライトを早めに点灯

するなど交通事故防止に努めましょう。

熊倉朱音ちゃん（4歳）千春ちゃん（2歳）

あか ね
ち  はる

元気いっぱいの2人。いつまでも仲の良い姉妹でいてね！

～交通安全を呼びかける～

全国連覇を果たした太田くんと岩舟柔道会の子どもたち

　第６回全国小学生柔道大会が８月２３日（日）に

長野県で開催され、岩舟柔道会の太田彪雅君が優勝。

５月に東京講道館で開催された全国少年柔道大会に

続き全国連覇を果たしました。

　岩舟柔道会の渡辺修三会長は、｢日ごろの努力のた

まもの。これに感化され、多くの子どもたちが柔道

を始めるきっかけになれば｣と話していました。

ひょう  が

　写真に、お
子さんの名前

（ふりがな）
・

年齢・保護者
の方の氏名・住

所・電話番号・

お子さんへの
メッセージを

添えて、下記

まで郵送か持
参ください。

〒329-4392（住
所記入不要）

岩舟町役場企画課
企画調整担当

「わが家のアイド
ル係」まで

TEL（55）7
753


